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和 文 要 旨  

本 研 究 は ， 日 本 の オ ン ラ イ ン 通 信 制 大 学 の 1 つ に 籍 を 置 く 学

生 を 対 象 に し た 質 的 ・ 量 的 質 問 紙 調 査 の 結 果 の 報 告 で あ る 。 

学 習 の 満 足 度 に つ い て は ，  1 )  学 生 ・ 教 員 間 の イ ン タ ラ ク

シ ョ ン ，  2 )  コ ー ス 内 容 の 明 確 さ ，  3 )  学 生 間 の イ ン タ ラ

ク シ ョ ン ，  4 )  学 生 ・ コ ン ピ ュ ー タ ー 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ

ン ，  5 )  学 生 の 自 律 性 ， の 5 要 素 に 対 し て の 学 生 の 意 見 ， 学

習 選 好 を 調 査 し ， 分 析 し た . 学 生 の ほ と ん ど は 学 習 に 関 し て

満 足 し て お り ， 特 に ，  1 ) 理 解 が 難 し い 状 況 や 孤 立 し た 状 況

に 直 面 し て も 意 欲 を 維 持 で き る 学 生 ， 2 ) 教 員 と の 交 流 が た

や す く で き る と 感 じ て い る 学 生 ， 3 ) コ ン ピ ュ ー タ ー の 使 用

が 容 易 だ と 考 え て い る 学 生 ， 4 ) 学 習 時 に 他 の 学 生 と の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 好 ま な い 学 生 ， に お い て 学 習 の 満 足 度 は

高 か っ た 。  

 

 キ ー ワ ー ド ：  

 通 信 制 教 育 、 通 信 制 大 学 、 遠 隔 教 育 、 オ ン ラ イ ン 教  

育 、 学 習 満 足 度  
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英 文 表 題 ： O n l i n e  D i s t a n c e  L e a r n e r ’ s  L e a r n i n g  S a t i s f a c t i o n  

 

 

英 文 要 旨  

T h i s  a r t i c l e  r e p o r t s  t h e  r e s u l t s  o f  a  q u e s t i o n n a i r e  s t u d y  

a d m i n i s t e r e d  t o  t h e  s t u d e n t s  e n r o l l e d  i n  o n e  o f  J a p a n ’ s  o n l i n e  

d i s t a n c e  u n i v e r s i t i e s .  S a t i s f a c t i o n  w i t h  l e a r n i n g  w a s  e x p l o r e d  b y  

e x a m i n i n g  s t u d e n t  o p i n i o n s  a n d  l e a r n i n g  p r e f e r e n c e s  i n  r e g a r d  t o  

f i v e  a s p e c t s  o f  d i s t a n c e  l e a r n i n g  i d e n t i f i e d  a s  i m p o r t a n t :  1 )  

t e a c h e r  i n t e r a c t i o n ， 2 )  c o n t e n t  i n t e r a c t i o n ， 3 )  s t u d e n t  

i n t e r a c t i o n  4 )  c o m p u t e r  i n t e r a c t i o n  a n d  5 )  s t u d e n t  a u t o n o m y .  T h e  

r e s u l t s  i n d i c a t e d  s t u d e n t s  w e r e  g e n e r a l l y  s a t i s f i e d  w i t h  t h e i r  

l e a r n i n g 、 a n d  t h a t  s p e c i f i c a l l y ,  l e a r n i n g  s a t i s f a c t i o n  w a s  h i g h e r  

f o r  s t u d e n t s  w h o :  1 )  c o u l d  p e r s e v e r e  i n  t h e  f a c e  o f  d i s t a n c e  

l e a r n i n g  c h a l l e n g e s ，  2 )  f o u n d  c o m p u t e r s  e a s y  t o  u s e ，  3 )  f o u n d  i t  

e a s y  t o  i n t e r a c t  w i t h  i n s t r u c t o r s ，  a n d  4 )  d i d  n o t  p r e f e r  s o c i a l  

i n t e r a c t i o n  w i t h  o t h e r s  w h e n  l e a r n i n g .  
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O N L I N E  E D U C A T I O N ,  L E A R N I N G  S A T I S F A C T I O N  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4 

1 ． は じ め に  

我 が 国 で は 2 0 0 7 年 現 在 1 、 1 9 0 の 大 学 ・ 短 期 大 学 の う ち 、 5 7 の 大

学 ・ 短 期 大 学 で 2 4 7 、 1 2 0 人 の 学 生 が 通 信 課 程 に 登 録 し て い る （ 文

部 科 学 省  2 0 0 8 ） 。 ま た 、 こ の う ち 、 5 4 は 他 の 通 学 制 の 学 部 と 併

設 で 、 通 信 教 育 専 門 の 大 学 は 3 校 の み で あ る 。 本 調 査 の 対 象 大 学

は 、 2 0 0 4 年 に 設 立 さ れ た こ の 3 校 の 通 信 教 育 専 門 の 大 学 の う ち の

一 つ で あ る 。  

通 信 制 課 程 は 1 9 5 0 年 に 初 め て 文 部 省 に よ り 認 定 さ れ 、 そ れ 以 来 、

従 来 の 通 学 制 課 程 と は 異 な っ た 規 定 に よ り 認 証 評 価 さ れ て き た 。

日 本 の 通 信 教 育 は 、 長 年 郵 送 に よ る 印 刷 教 材 に 頼 っ て お り 、 1 9 9 8

年 ま で は 、 卒 業 に 必 要 な 1 2 4 履 修 単 位 中 3 0 単 位 が 対 面 授 業 （ す な

わ ち ス ク ー リ ン グ ） に よ る こ と を 条 件 と し て い た 。 1 9 9 8 年 3 月 に 、

そ の 3 0 単 位 は ビ デ オ 会 議 の よ う な 同 期 性 メ デ ィ ア を 用 い て 行 わ

れ る こ と が 認 め ら れ る よ う に な り 、 さ ら に そ の 3 年 後 の 2 0 0 1 年 3 月

に は 、 規 制 は さ ら に 緩 和 さ れ 、 そ の 3 0 単 位 は 同 期 ・ 非 同 期 に 関 わ

ら ず イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 行 わ れ る こ と が 認 め ら れ た 。 こ れ に よ り 、

規 制 上 は 、 通 信 制 課 程 に お い て 学 生 が キ ャ ン パ ス ま た は 学 習 セ ン

タ ー へ 来 る こ と な く 、 全 て 遠 隔 で 学 位 が 取 得 で き る よ う に な っ た 。  

  し か し な が ら 、 オ ン ラ イ ン の 学 習 の み で 学 位 を 取 得 で き る プ ロ

グ ラ ム を 提 供 し て い る 大 学 は 2 0 0 6 年 の 調 査 時 点 で は 3 校 の み で あ

っ た 。 ほ と ん ど の 通 信 制 課 程 は 今 も な お 印 刷 教 材 の 郵 送 と 対 面 ス

ク ー リ ン グ に よ る 形 態 で 運 営 さ れ て お り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 を 教 育 に 積 極 的 に 取 り 入 れ て い る 大 学 は

少 な い 。 な お 、 こ こ で 言 う オ ン ラ イ ン 学 習 は 、 全 て の 課 題 が イ ン

タ ー ネ ッ ト 経 由 で 提 出 可 能 な 講 座 や 学 習 活 動 を 提 供 し て い る も

の で 、 リ ア ル タ イ ム 配 信 の 講 座 （ 同 期 性 メ デ ィ ア ） と 非 同 期 に ネ

ッ ト で 課 題 提 出 が で き る 講 座 の こ と を 意 味 す る も の と す る 。  

 本 研 究 で は 、 オ ン ラ イ ン 通 信 教 育 に お け る 学 生 の 学 習 満 足 度 に

影 響 を 及 ぼ す 要 因 へ の 理 解 を 深 め る た め 、 ま た 、 通 信 制 の 学 生 の

学 習 の 満 足 度 、 通 信 教 育 に 対 す る 感 想 、 学 生 の 一 般 的 な 学 習 選 好

と 個 人 属 性 と の 関 係 を 調 査 し た 。   
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通 信 教 育 に 関 す る 日 本 に お け る 研 究 は 、  I C T の 総 合 的 有 用 性

（ Y o s h i d a ,  2 0 0 4 ） 、  遠 隔 教 育 （ S a k a m o t o ,  2 0 0 3 ） 、  教 育 に お け

る イ ン タ ー ネ ッ ト 使 用 へ の 障 害 ( N a r i t a ,  2 0 0 3 ;  S a k a m o t o ,  2 0 0 3 ) に

つ い て の 研 究 や 放 送 大 学 （ S a i t o  &  M u t a ,  1 9 9 8 ） 等 の 個 別 の 通 信 教

育 機 関 や 早 稲 田 大 学 の e ス ク ー ル ( N o j i m a ,  2 0 0 4 ) 等 の 教 育 機 関 内 プ

ロ グ ラ ム に 関 す る 事 例 研 究 が あ る 。 し か し な が ら 、  通 信 教 育 学

習 者 そ の も の に つ い て の 研 究 は 数 少 な く 、  e ラ ー ナ ー の 学 習 意 欲

維 持 支 援 方 法 に つ い て の 研 究 （ K u g a ほ か ,  2 0 0 6 ） や オ ン ラ イ ン コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 種 類 ( K a t s u n o  &  Y a n o ,  2 0 0 8 ) に つ い て の 考 察

に と ど ま っ て い る 。  

ま た 、 教 育 者 の な か に は （ K u b o t a  &  F u j i k a w a ,  2 0 0 7 ;  J u n g  &  

S u z u k i ,  2 0 0 6 ） 、 文 化 的 価 値 観 や 教 育 的 伝 統 が 、  学 生 の 自 律 性 や

離 れ た 場 所 で の 電 子 メ デ ィ ア に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重 視

す る 遠 隔 教 育 と 相 容 れ な い 可 能 性 が あ る と 考 え る も の い る 。 日 本

の 通 信 教 育 の 考 え 方 に つ い て 小 規 模 な 研 究 で 、  K u b o t a と F u j i k a w a

は 初 等 の フ ァ イ ナ ン ス の ク ラ ス に お い て 通 信 教 育 で 学 ぶ 大 学 生

は 学 習 満 足 度 が 低 い こ と を 見 出 し た 。 他 の 教 育 機 関 で 学 生 の 学 習

満 足 度 に つ い て よ り 規 模 の 大 き い 研 究 も 行 わ れ た こ と は 確 実 だ

が 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 法 が ま す ま す 厳 し く な り 研 究 結 果 を 公 に 入

手 す る の が し ば し ば 困 難 に な っ て い る 。  

 比 較 的 大 規 模 に 実 施 し た 本 研 究 （ N = 4 2 4 ） は 日 本 の 通 信 教 育 学

習 者 の 満 足 度 の レ ベ ル や そ の 見 通 し に 関 す る 見 解 に 寄 与 す る も

の で あ る 。  

 

２ ． 先 行 研 究  

2 . 1 ． 通 信 ・ 遠 隔 教 育  

遠 隔 教 育 に つ い て 、 M o o r e  ( 1 9 8 9 ;  1 9 7 2 ) は 4 つ の 重 要 な 側 面 を 明

ら か に し て い る 。  そ の 4 つ の 側 面 と は 、 1 )  学 生 ・ 教 員 間 の イ ン タ

ラ ク シ ョ ン 、  2 )  学 生 ・ 教 材 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 、 3 )  学 生 間 の

イ ン タ ラ ク シ ョ ン 、 4 )  学 生 の 自 律 性  で あ り 、 こ の 4 つ の 側 面 を 本

研 究 に お け る 独 立 変 数 と し た 。  A n d e r s o n  ( 2 0 0 3 ) の 「 均 等 説  

[ T h e o r y  o f  E q u i v a l e n c y ] 」 に よ る と 、 1 ) 教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ
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ン 、 2 ） コ ン テ ン ツ と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 、 3 ） 学 生 間 の イ ン タ ラ

ク シ ョ ン 、 の 3 つ の 側 面 に お い て 、 個 々 の 学 生 が 好 む 学 習 活 動 に は

個 人 差 が あ り 、 ど れ か 一 つ の 側 面 に お い て イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 質

が 高 い 場 合 、 有 意 義 な 学 習 が で き る と 説 い て い る 。  A n d e r s o n の 説

は 、 学 生 の 個 人 差 に 注 目 し 、 違 っ た 学 習 活 動 に お い て も 個 人 に よ

っ て 同 レ ベ ル の 学 習 成 果 を 達 成 で き る こ と を 示 唆 し て い る 。  ま た 、

H i l l m a n ,  W i l l i s  と  G u n a w a r d e n a  ( 1 9 9 4 ) は 、 遠 隔 教 育 に お け る 学

生 ・ コ ン ピ ュ ー タ ー 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 重 要 性 を 説 い て い る 。

よ っ て 、 著 者 は こ の 点 も 本 研 究 に お い て 独 立 変 数 と し た 。  ( 表 1 参

照 )  

 

表 1   本 研 究 に お け る 独 立 変 数 と 従 属 変 数  

独立変数 従属変数 

学生の自律性 

学生・教員間のインタラクション 

学生・教材のインタラクション 

学生間のインタラクション 

学生・コンピューター間のイン 

タラクション 

学習の満足度 

 

学 生 ・ 教 材 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に つ い て は M o o r e の コ ー ス 構 造

に つ い て の 定 義 と は 異 な っ て い る 。  M o o r e は コ ー ス 構 造 の 硬 直

性 に 注 目 し 、 「 教 員 と 学 生 の 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 理 解 の 隔

た り 」 を 増 長 す る も の と し て 定 義 し た 。  ( M o o r e  &  K e a r s l e y ,  2 0 0 5 ,  

p .  2 2 3 )  本 研 究 で は 、 コ ー ス 構 造 は 、 M o o r e が 提 唱 す る 「 相 互 対

話 距 離 ( t r a n s a c t i o n a l  d i s t a n c e ) 」 に 影 響 す る と と も に 、 遠 隔 で の

学 習 の 進 行 役 を 務 め る 機 能 が で き る こ と を 提 議 し た C h e n  と  

W i l l i t s  ( 1 9 9 8 )  と  S t e i n 、  W a n s t r e e t 、  C a l v i n 、  O v e r t o o m 、  と  

W h e a t o n  ( 2 0 0 5 ) の 研 究 を う け 、 む し ろ コ ー ス 内 容 の 明 確 さ に 注 目

し た 。  
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2 . 2 ． 学 習 の 満 足 度  

  学 生 の 学 習 の 満 足 度 は 多 く の 通 信 ・ 遠 隔 教 育 研 究  ( S t e i n  e t  a l ,  

2 0 0 5 ;  M a r k s 、  S i b l e y  &  A r b a u g h ,  2 0 0 5 ;  F r e d r i c k s e n  e t  a l ,  2 0 0 0 ;  

C h e n  &  W i l l i t s ,  1 9 9 8 )  に お い て 従 属 変 数 と し て 使 わ れ て い る 。

異 な っ た コ ー ス に お け る 学 習 成 果 自 体 の 客 観 的 な 測 定 が 大 変 難

し い こ と か ら 、 学 生 の 学 習 満 足 度 が 学 習 成 果 自 体 の 指 標 の 機 能 を

果 た す こ と が 多 い 。  学 生 の 学 習 の 満 足 度 を 学 習 成 果 の 指 標 と し

て 利 用 す る こ と に 関 し て 、 学 生 の 主 観 的 認 識 で あ る 満 足 度 が 果 た

し て 実 際 の 学 習 レ ベ ル に 反 映 す る の か と い う 疑 問 が 残 る が 、 先 行

研 究 ( H i l t z  &  S h e a ,  2 0 0 5 ) に お い て は 、 実 際 の 学 習 成 果 の 指 標 と し

て 学 生 の 学 習 に 対 す る 満 足 度 を 使 用 す る こ と は 妥 当 性 が あ る と

考 え ら れ て い る 。  何 が 学 生 の 学 習 満 足 度 に 影 響 す る の か を 把 握

す る こ と は 、 今 後 の オ ン ラ イ ン 通 信 制 課 程 の 企 画 と そ の プ ロ グ ラ

ム に 関 連 し た 学 習 者 の 支 援 シ ス テ ム を 構 築 す る た め に 有 益 で あ

り 、 そ れ ゆ え に 、 本 研 究 は 学 生 の 通 信 制 課 程 履 修 に お け る ど の 側

面 が 学 習 の 満 足 度 に 重 要 な 影 響 を 及 ぼ す の か を 究 明 す る こ と を

そ の 目 的 と し て い る 。  

 

2 . 3 ． リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン  

リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン 1 ： 学 生 は こ の オ ン ラ イ ン 通 信 教 育 プ ロ グ

ラ ム に ど れ く ら い 満 足 し て い る の か 。  

リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン 2 ：  学 生 の 学 習 満 足 度 に 何 が 影 響 し て い

る の だ ろ う か 。  

 

3 ． 調 査 方 法  

3 . 1  研 究 対 象  

  本 研 究 の 調 査 対 象 者 は 日 本 の あ る 主 要 都 市 の 通 信 制 大 学 に 登

録 し て い る 学 生 で あ る 。  こ の 大 学 で の 講 義 は 、 2 1 4 コ ー ス の う ち

5 1 ％ が オ ン ラ イ ン で の 聴 講 講 義 、 4 5 ％ が テ キ ス ト に よ る 通 信 教 育 、

4 ％ が 大 学 キ ャ ン パ ス で 行 わ れ る “ ス ク ー リ ン グ ” で 構 成 さ れ て

い る 。  
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オ ン ラ イ ン で の 講 義 は 同 期 メ デ ィ ア を 活 用 し 、  学 生 は 自 宅 や

職 場 か ら リ ア ル タ イ ム で 講 義 を 聴 講 し 応 答 す る こ と が で き る 。  

リ ア ル タ イ ム の 講 義 に よ り 、  学 生 は 教 員 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 取 っ た り 、 質 問 を し た り 、  理 解 が 難 し い こ と を 伝 え た り す る

こ と が で き る 。  学 生 は 他 の 学 生 の コ メ ン ト を 見 た り 、  講 義 の 進

行 中 に コ ー ス イ ン タ ー フ ェ イ ス を 通 し て テ キ ス ト ( 文 字 ) で チ ャ

ッ ト す る こ と が で き る 。  録 画 さ れ た 講 義 も 視 聴 可 能 で 、 学 生 の

都 合 が 良 い と き に 見 る こ と が で き る の で 、 学 生 の 多 く が こ の 方 法

で 講 義 を 非 同 期 で 視 聴 し て い る 。  課 題 の 提 出 や 教 員 と の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン は 、  主 に コ ー ス の ウ ェ ブ サ イ ト 上 に あ る ド ロ ッ プ

ボ ッ ク ス の e メ ー ル を 使 っ て 行 わ れ る 。   

テ キ ス ト ベ ー ス の 通 信 教 育 を 受 講 し て い る 学 生 は 、  教 科 書 を

読 み 、  課 題 を 書 き 、  自 宅 で 試 験 を 受 け る が 、 教 員 へ の 課 題 の 提

出 に は イ ン タ ー ネ ッ ト で リ ア ル タ イ ム の 聴 講 講 義 を 受 け て い る

学 生 と 同 じ く 、 ウ エ ブ サ イ ト 上 の ド ロ ッ プ ボ ッ ク ス を 通 し て 行 う 。 

イ ン タ ー ネ ッ ト 使 用 に 際 し て の 技 術 的 な 問 題 に 対 し て は 、  学 校

側 が サ ポ ー ト サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。  ま た 、  す べ て の コ ー ス

に 学 生 が 授 業 や 課 題 に つ い て 話 し 合 え る よ う な チ ャ ッ ト ・ エ リ ア

が 用 意 さ れ て い る 。  

 

3 . 2 ． 質 問 票  

  本 研 究 に 使 っ た 質 問 票 は 、 1 ） 通 信 教 育 に 対 す る 感 想 、 2 ） 学 習

に 対 す る 一 般 的 な 選 好 、 3 ） 個 人 属 性 （ 学 部 、 性 別 、 年 入 学 者 、

履 修 状 況 、 通 信 教 育 経 験 者 、 年 齢 ） 、 の 3 分 野 か ら 構 成 さ れ て お

り 、 そ れ ぞ れ に つ い て リ ッ カ ー ト の 5 点 尺 度 項 目 （ 1 ＝ 決 し て そ う

思 わ な い ～ 5 ＝ 非 常 に そ う 思 う ） と 自 由 回 答 項 目 を 使 用 し て い る 。 

  本 研 究 に お い て 中 核 と な っ て い る 質 問 項 目 は 、 学 生 の 通 信 教 育

に 対 す る 感 想 に 関 す る も の で あ り 、 1 8 項 目 か ら 成 っ て い る 。  1 8

項 目 の う ち 、 1 6 項 目 は 4 つ の 主 な 独 立 変 数 の た め に 書 か れ て お り 、

残 り の 2 項 目 は 、 学 生 と コ ン ピ ュ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス の イ ン タ

ラ ク シ ョ ン （ コ ン ピ ュ ー タ の 操 作 性 ） に 関 す る 項 目 で あ る 。  一

般 的 な 学 習 選 好 に 関 す る 質 問 は 8 項 目 か ら な り 、 4 つ の 主 な 独 立 変



 9 

数  の た め に 書 か れ て い る 。  そ れ ぞ れ の 項 目 が 、 そ れ ぞ れ の 独 立

変 数 に 対 し て 容 易 で あ る か 困 難 で あ る か を 測 っ て い る 。  例 え ば 、

学 生 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 関 す る 項 目 は ：  

項 目  4 ： 授 業 に つ い て 他 の 学 生 と 意 見 を 交 換 す る こ と が 容 易 で あ

る 。  

項 目 1 5  ： 他 の 学 生 と 交 流 し に く い 。  

で あ る 。  な お 、 学 生 の 満 足 度 の レ ベ ル を 測 る 項 目 は 以 下 の ２ つ

で あ る 。  

項 目  1 0： 総 合 的 に 、 こ の 通 信 制 課 程 で 学 ぶ こ と に 満 足 し て い る 。  

項 目  2 1 ： 自 分 の 経 験 か ら 、 こ の 通 信 教 育 を 友 人 に 勧 め た い と は

思 わ な い 。  

最 後 に 、 質 問 紙 調 査 に お い て  「 研 究 課 題 の 理 解 に は 異 な っ た タ

イ プ の デ ー タ を 集 め る こ と が 最 適 で あ る 」（ C r e s w e l l ,  2 0 0 3 、  p . 2 ）

の 教 え に 従 い 、 3 つ の 自 由 項 目 を 加 え た 。  そ の 3 つ の 自 由 項 目 と

は ：  

項 目  1 1 ： 通 信 教 育 で 学 ぶ 上 で 、 よ い と 思 う 点 は 何 で す か 。  

項 目  2 2  ： 通 信 教 育 で 学 ぶ 上 で 、 難 し い と 思 う 点 は 何 で す か 。    

項 目  3 1 ： 学 習 一 般 に つ い て 、 ご 自 身 の 学 習 ス タ イ ル や 好 き な 学

習 方 法 は 何 で す か 。    

自 由 回 答 項 目 の 学 生 の 回 答 は 類 似 し た テ ー マ に 分 類 し 、 比 較 を

容 易 に す る た め に 各 テ ー マ の 回 答 の 頻 度 を 算 出 し た 。  C r e s w e l l

と P l a n o  C l a r k  ( 2 0 0 7 ) の 推 奨 し て い る 手 法 を と り 、 有 効 性 の 測 定

は 遠 隔 教 育 と 定 性 調 査 に 精 通 し て い る 二 人 の 同 僚 に 項 目 と テ ー

マ の 調 査 を 検 証 依 頼 し た 。  

 

3 . 3 ． 手 順  

  質 問 票 の 作 成 は 、 先 行 研 究 と 対 象 大 学 の 学 生 と 職 員 へ の イ ン タ

ビ ュ ー に 基 づ い て 行 っ た 。  実 際 の 質 問 票 は 、 2 0 0 6 年 1 2 月 に 大 学

の ウ ェ ブ サ イ ト に 公 開 さ れ 、 学 生 か ら の 回 答 を 募 集 し た 。  
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3 . 4 ． デ ー タ 分 析  

 ど の 要 素 が 学 生 の 学 習 満 足 度 に 最 も 影 響 し て い る の か を 解 明

す る た め に 、 強 制 投 入 方 法 で 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  質 的 デ ー タ

の 結 果 は 、 個 別 の 項 目 の 平 均 値 、 及 び サ ブ ス ケ ー ル の 平 均 値 と と

も に 、 そ れ ら が 重 回 帰 分 析 の 結 果 を 説 明 す る の に 役 立 つ 個 所 で 言

及 す る よ う に し た 。  量 的 ・ 質 的 結 果 は 共 に C r e s w e l l  と  P l a n o  

C l a r k  ( 2 0 0 7 ) が 示 唆 し た よ う に そ れ ぞ れ の 分 析 を 統 合 す る 形 で 考

察 の 部 分 に ま と め た 。  

 

４ ． 量 的 分 析 結 果  

4 . 1 ． 学 生 層 分 析  

  質 問 票 が ウ ェ ブ 上 で 公 開 さ れ た 時 点 で は 、 総 学 生 数 は 1 , 4 1 4 名

で あ り 、 そ の う ち 4 2 4 名 の 学 生 が 全 部 の 質 問 項 目 に 回 答 し 、  

3 0 . 3 ％ と い う 回 答 率 を 得 た .  回 答 者 は 、 圧 倒 的 に 女 性 が 多 く

（ 7 4 ％ ） 、 総 学 生 の 割 合 で あ る 6 9 ％ よ り わ ず か な が ら 多 か っ た 。 

回 答 し た 学 生 の 平 均 年 齢 は 3 6 . 1 才 で 、 8 . 6 ％ が 1 9 ‐ 2 2 才 の 典 型 的

大 学 生 の 年 齢 層 、 2 0 . 1 ％ が 2 3 ‐ 2 9 才 、 3 6 . 2 ％ が 3 0 ‐ 3 9 才 、 2 5 . 3 ％

が 4 0 ‐ 4 9 才 、そ し て 9 . 9 ％  が 5 0 ‐ 7 2 才 で あ っ た 。  過 半 数（ 5 1 . 5 ％ ）

の 学 生 が 過 去 に 大 学 に 通 っ た 経 験 が あ る と 答 え 、 4 6 . 5 ％ の 学 生 は

過 去 に 通 信 教 育 を 受 講 し た こ と が あ る と 答 え た 。  

 

4 . 2 ． 因 子 分 析  

ア ン ケ ー ト の 両 尺 度 の 因 子 分 析 の 適 合 性 が ま ず 、 は じ め に 分 析

し た ( 付 表 Ａ １ を 参 照 ) 。  バ ー ト レ ッ ト の 球 面 性 検 定 は 、 も と の

相 関 行 列 が 恒 等 行 列 で は な い と 示 す の に 有 意 義  

K a i s e r - M a y e r - O k l i n  M e a s u r e  o f  S a m p l i n g  A d e q u a c y  ( K M O ) 指 数

は 、 カ イ ザ ー ( K a i s e r ,  1 9 7 5 ) の 基 準 に よ れ ば 、 項 目 間 の 密 接 な 相

関 関 係 を 示 し 、 両 尺 度 に と っ て 「 良 」 で あ る と 考 え ら れ た 。 よ っ

て 、 因 子 分 析 は 明 確 で 信 頼 性 の あ る 因 子 を も た ら す は ず で あ る こ

と に な る 。  

   ま ず 、 質 問 票 の 中 の 2 つ の 主 な 尺 度 （ 通 信 教 育 に 関 す る 感 想 の

尺 度 と 一 般 的 な 学 習 選 好 に 関 す る 尺 度 ） に つ い て 、 別 々 に 因 子 分
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析 を 行 っ た 。  ア ン ケ ー ト 項 目 と そ れ ら の 負 荷 は 付 表 A 2 と A 3 に あ

る 。 上 記 二 つ の 尺 度 の 因 子 分 析 は そ れ ぞ れ  最 尤 法 と 斜 交 回 転 法

を 使 っ て 行 っ た 。  固 有 値 が 1 . 0 以 上 の も の を 残 す と い う ル ー ル を

基 に し て 、 ス ク リ ー プ ロ ッ ト を 解 釈 し て 下 記 の 因 子 を 識 別 し た  

（ 表 2 、 3 参 照 ） 。  N = 3 0 0 以 上 の 大 規 模 な 調 査 で ア ル フ ァ 係 数 が 0 . 3

以 下 の も の は 統 計 上 重 要 で な い と い う ス テ ィ ー ブ ン ス  

( S t e p h e n s ,  1 9 9 2 ) に よ る 研 究 か ら 、 ア ル フ ァ 係 数 が 0 . 3 以 下 の 項

目 は 因 子 か ら 除 外 し た 。  

 

表  2    通 信 教 育 に 関 す る 見 解 尺 度 の 因 子  

   因子 因子の項目数 クローンバックのα 因子寄与率 

１。通信教育における自己努力 6 .749 30.60 

２。学生間のインタラクションの難易度 3 .774 10.28 

３。教材のわかりやすさ 2 .685 7.72 

４。教員とのインタラクションの難易度 3 .739 6.14 

５。コンピューターの操作性の難易度 3 .451 5.74 

 

 表  3   一 般 的 学 習 選 好 に 関 す る 尺 度 の 因 子  

 因子 因子の項目数 クローンバックのα 因子寄与率 

１。教材のわかりやすさの選好 4 .761 34.2 

２。学習における他学生とのインタラクション選好 4 .750 24.2 

 

M o o r e ( 1 9 8 9 ) と H i l l m a n 、  W i l l i s と G u n a w a r a d e n a ( 1 9 9 4 ) の 理 論 に

基 づ い て 、 測 定 用 に 作 成 さ れ た 5 つ の 変 数 を 実 際 に 測 定 し た か ど

う か 確 認 す る た め 、  因 子 分 析 を 行 っ た 。 概 し て 、  質 問 項 目 は こ

れ ら の 変 数 に 対 応 す る 因 子 に 負 荷 し た 。 し か し な が ら 、 因 子 分 析

を 行 っ て み た 結 果 、 尺 度 を 構 成 す る 項 目 が 因 子 と し て 浮 か び 上 が

っ て き た 。 1 つ の 例 外 は 、 通 信 教 育 に 関 す る 感 想 尺 度 の 1 項 目 で あ

る 。 学 生 の 自 律 性 を 測 る ４ 項 目 の う ち 、 １ つ （ 項 目 １ ‐ 自 分 の 都

合 の い い 時 間 に 学 習 で き る ） が 広 く 定 義 さ れ す ぎ て お り 、 他 の ど

の 因 子 に も 入 ら な か っ た た め 、 因 子 分 析 か ら 除 い た 。  
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ま た 、 学 生 の 自 律 性 を 測 る 項 目 が コ ン ピ ュ ー タ ー 操 作 性 の 因 子

と 関 連 し て い た た め 、 コ ン ピ ュ ー タ 操 作 性 の 因 子 に 入 れ た 。  残

り の 2 つ の 学 生 の 自 律 性 に 関 す る 独 立 学 習 の 困 難 さ の 項 目 は 、 教

材 の わ か り 易 さ の 項 目 と 関 連 し て い た た め 、 こ の 因 子 に 入 れ る こ

と に し た 。  し か し な が ら 、 学 生 は こ う い っ た 問 題 が あ る こ と を

否 定 す る 傾 向 に あ っ た た め 、 こ の 因 子 は 、  通 信 教 育 で 直 面 す る

諸 問 題 の 対 処 能 力 （ 以 下 、  通 信 教 育 に お け る 自 己 努 力 と 略 す ）

と 名 づ け た 。 一 般 の 学 習 選 好 に 関 す る 尺 度 は 項 目 が 少 数 で あ る た

め 、 教 材 の わ か り 易 さ と 学 生 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 選 好 の 2 つ

の 因 子 の み が 明 ら か に な っ た 。  

 

4 . 3 ． 学 生 の 満 足 度 の 結 果  

リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン １ ： 一 般 に 、 学 生 は こ の オ ン ラ イ ン 通 信

教 育 に ど れ く ら い 満 足 し て い る か 。   

  学 生 の 学 習 満 足 度 を 測 定 し た 2 項 目 の 平 均 値 は 3 . 9 7 で あ り 、 学

生 が 相 対 的 に 見 て こ の 通 信 教 育 プ ロ グ ラ ム に 満 足 し て い る こ と

を 示 し て い る 。  4 2 2 名 の 学 生 の う ち 誰 一 人 と し て 項 目 1 0 （ 総 合

的 に 、 通 信 制 課 程 で 学 ぶ こ と に 満 足 し て い る ） で 「 １ . 決 し て そ

う 思 わ な い 」 を 選 ば な か っ た こ と は 注 目 す べ き で あ る 。 （ 表 ４ 参

照 ）  

 

表 4   学 生 の 学 習 満 足 度 に 関 す る 項 目 の 平 均  

項目 

 

N Min. Max. SD 平均 

項目 10 422 2 5 .757 4.01 

項目 21 (逆転) 421 1 5 .885 3.93 

項目 10 & 21 419 1.5 5 .695 3.97 

 

リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン 2  ： 学 生 の 学 習 満 足 度 は 何 が 影 響 し て い

る の だ ろ う か 。  

こ の リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン を 回 答 す る に あ た っ て 、 ( 1 )  通 信 教

育 に 関 す る 感 想 尺 度 と 一 般 的 な 学 習 の 選 好 に 関 す る 尺 度 、 ( 2 ) 個
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人 属 性 、 ( 3 )  学 生 の 満 足 度 （ 項 目 1 0 、 2 1 の 2 つ の 指 標 ） の 相 関 関

係 を 究 明 す る た め に 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  以 下 の 5 つ の 変 数 に

お い て 学 習 満 足 度 に 対 し て 有 意 な 関 連 性 が み ら れ た 。 （ 表 5 参 照 ） 

 

表  5  学 習 満 足 度 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 変 数  

独立 変 数 名  関連 す る 学習 満 足 度  

項目 番 号  

学習における自己努力  項目 10 、 21 

コンピューターの操作性の難易度  項目 10 

教員とのインタラクションの難易度  項目 10  

学習における他学 生とのイン タラクション

の選好   

項目 10 

2006年度入学  項目 21 

 

4 . 4 . 項 目  1 0 に 関 す る 重 回 帰 分 析 の 結 果  

  項 目 1 0 で は 、 通 信 教 育 に 関 す る 感 想 尺 度 の 3 つ に 有 意 な 結 果 が

出 た  F ( 1 5 ,  2 9 8 ) = 1 1 . 8 1 ,  p < . 0 0 1 ) .  （ 付 表 A 4 参 照 ） 。  そ れ ら は 、  

通 信 教 育 に お け る 学 習 の 自 己 努 力 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 操 作 性 の 難 易

度 、 教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 難 易 度 、 一 般 的 な 学 習 の 選 好 に

関 す る 尺 度 の 1 項 目 で あ る 、 学 習 に お け る 他 学 生 と の イ ン タ ラ ク

シ ョ ン の 選 好 、 で あ る 。  い か な る 個 人 属 性 も 学 生 の 学 習 満 足 度

に は 統 計 的 に 影 響 を 及 ぼ さ な い こ と が わ か っ た 。  こ の 結 果 は 、

年 齢 や 性 別 の よ う な 個 人 属 性 は 、 教 育 的 要 素 に 比 べ る と 、 非 同 期

型 学 習 に お い て は あ ま り 重 要 な 独 立 変 数 で は な い 、 と い う H i l t z

と S h e a （ 2 0 0 5 ） の 見 解 と 一 致 し て い る 。  以 下 に 学 習 満 足 度 に 影

響 を 及 ぼ す 3 つ の 独 立 変 数 に つ い て 説 明 す る 。  

独 立 変 数 1 )  通 信 教 育 に お け る 学 習 の 自 己 努 力 ‐ 自 学 自 習 と い

う 学 習 ス タ イ ル に 対 し て 抵 抗 の な い 学 生 は そ う で な か っ た 学 生

よ り も 学 習 に 満 足 し て い た 。  ( b  =  . 2 7 3 、  t ( 3 1 3 ) = 4 . 1 4 、  p < . 0 0 1 ) 。 

（ 付 表 A ４ 参 照 ）   こ れ が 学 習 満 足 度 に 最 も 影 響 し た 独 立 変 数 で 、

学 習 満 足 度 尺 度 の 両 項 目 （ 項 目 1 0 と 2 1 ） に 関 し て 有 意 に 関 連 性 が

あ っ た 。  こ の 尺 度 は 、 も と も と 学 生 の 自 律 性 を 測 る た め に 立 案
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さ れ た 2 項 目 で あ り 、 学 習 者 の 忍 耐 力 が 遠 隔 教 育 の 成 功 要 因 で あ

る と み た 先 行 研 究 （ M i e l k e ,  1 9 9 9 ;  O s b o r n ,  2 0 0 1 ） の 結 果 と も 一 致

し て い る 。  

独 立 変 数  2 )  コ ン ピ ュ ー タ ー の 操 作 性 の 難 易 度  ‒ コ ン ピ ュ ー

タ ー を 使 う の が 簡 単 で あ る と 考 え る 学 生 は そ う で な い 学 生 よ り

も 学 習 に 満 足 し て い た 。 ( b = . 2 7 1 、  t ( 3 1 3 ) = 4 . 2 6 、  p < . 0 0 1 ) 。  こ

の 結 果 は 、 学 生 の テ ク ノ ロ ジ ー と の 相 性 と 学 習 に お け る 成 功 、 満

足 度 の 間 の 相 関 関 係 を 見 出 し た 先 行 研 究 （ M i l l e r ,  R a i n e r  &  C o r l e y ,  

2 0 0 3 ;  S c h r u m  &  H o n g ,  2 0 0 1 ） を 支 持 す る も の で あ る 。   

独 立 変 数  3 ) 教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 難 易 度  ‐ 教 員 と コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り や す い と 思 っ た 学 生 は 、 そ う 思 わ な か っ

た 学 生 よ り も 学 習 に 満 足 し て い た 。  ( b = . 1 4 5 、  t ( 3 1 3 ) = 2 . 3 9 、  

p < . 0 5  ( p = . 0 1 7 ) ) 。  （ 付 表 A 4 参 照 ）    こ の 尺 度 は 項 目 1 0  ( r  

=  . 4 5 5 ) と の 相 関 関 係 が 独 立 変 数 １ ） の 通 信 教 育 に お け る 学 習 の

自 己 努 力 に 次 い で 2 番 目 に 高 か っ た 。  実 際 、 項 目 1 0  ( r =  . 4 2 5 ) に

よ っ て 測 定 さ れ た 学 生 の 満 足 度 と の 相 関 関 係 が 一 番 高 か っ た 質

問 項 目 は ：  項 目  6 :  「 講 師 に 課 題 に つ い て 質 問 が し や す い 」 で

あ っ た 。  こ の 結 果 は 、 教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン は 通 信 教 育 に

お け る 学 習 の 重 要 な 予 測 変 数 で あ る と し た 先 行 研 究 ( M a r k s ,  

S i b l e y  &  A r b a u g h ,  2 0 0 5 ;  F r e d r i c k s e n  e t  a l ,  2 0 0 0 ;  C h e n  &  W i l l i t s ,  

1 9 9 8 )  を 支 持 す る も の で あ る 。  

独 立 変 数  4 )  学 習 に お け る 他 学 生 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 選

好  ‐ 学 習 す る 際 に 他 の 学 生 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 好 ま な か っ

た 学 生 は 好 ん だ 学 生 よ り も 学 習 に 満 足 し て い た 。 ( b =  - . 1 2 6 、  

t ( 3 1 3 ) =  ‒ 2 . 3 6 、  p < . 0 5  ( p = . 0 1 9 ) ) 。  こ れ は 、 本 研 究 に お い て 唯

一 そ の 平 均 値 が 中 間 点 で あ る 3 . 0 よ り 低 い 尺 度 の 平 均 値 で あ る 。

（ 平 均 値 ＝ 2 . 4 5 ） 通 信 教 育 と い う 、 学 生 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を

得 る の が 難 し い 特 別 な 学 習 環 境 は 、 他 学 生 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン

を 好 む 学 生 に は 当 然 低 い 満 足 度 を も た ら す こ と に な る と 考 え ら

れ る 。 こ の 結 果 は 、 通 信 教 育 に お い て 学 生 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン

は 学 生 の 満 足 度 に 重 要 な 影 響 を 及 ぼ さ な い と い う 先 行 研 究  

( K e l s e y  &  D ’ s o u z a ,  2 0 0 4 ;  S w a n ,  2 0 0 1 ) を 支 持 す る も の で あ る 。  
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4 . 5  項 目  2 1 に 関 す る 重 回 帰 分 析 の 結 果  

  学 生 の 学 習 満 足 度 を 測 定 す る た め に 使 わ れ た 2 番 目 の 項 目 で あ

る 項 目 2 1 に 関 し て は 、 通 信 教 育 の 感 想 に 関 す る 尺 度 の 1 つ で あ る 、

学 習 に お け る 自 己 努 力 ( b = . 4 5 8 、  t ( 3 1 5 ) = 5 . 5 4 、  p < . 0 0 1 ) と 個 人

属 性 の 1 つ で あ る 入 学 年 度 が 有 意 な 影 響 が あ る こ と が 判 明 し た

( F ( 1 5 , 3 0 0 ) = = 6 . 1 9 8 ,  p = . 0 0 1 ) （ 付 表 A ５ 参 照 ) .   

独 立 変 数  5) 入 学 年 度 - 2 0 0 6 年 秋 （ 最 も 最 近 ） に 入 学 し た 回 答 者

を 他 の 3 つ の グ ル ー プ 、 2 0 0 6 年 度 春 、 2 0 0 5 年 度 、 2 0 0 4 年 入 学 の 回

答 者 と 比 べ る と 、 学 生 の 学 習 満 足 度 は 有 意 に 高 く 、 新 入 生 は い わ

ゆ る 「 ハ ネ ム ー ン 」 期 間 に あ り 、 一 般 的 に 学 習 満 足 度 が 高 い こ と

が 判 っ た 。  

 

5 ． 質 的 調 査 結 果  

    質 問 票 に は 3 つ の 自 由 回 答 項 目 が あ り 、 延 べ 8 4 0 の 回 答 が 得 ら

れ た 。  分 析 の 結 果 明 ら か に な っ た テ ー マ を 以 下 に 記 述 す る 。（ 表

６ 参 照 ）  

 

表  6   自 由 回 答 の テ ー マ  

通信教育の利点  通信教育の難点 一般的な学習の選好 

1.個人的利便性の重要性 (カテゴリー

の回答の69.3%) 

1. 自律性と時間管理の困難 さ

(32.2%) 

1. 独学の選好 (23.2%) 

 2. 教員とのインタラクションの

困難さ (19.2%) 

 

 3. 他の学生とのインタラクショ

ンの困難さ (15.6%) 

 

 4. 教材理解の困難さ (9.2%)  

 

5 . 1 ． テ ー マ  1  ‒  個 人 的 利 便 性 の 重 要 性   

  学 生 の 都 合 の 良 い 時 間 ・ 場 所 を 選 ん で 学 習 で き る 利 便 性 を 考 慮

し た 通 信 教 育 の 利 点 に 関 し て 最 も 多 く 言 及 さ れ て い た 。  以 下 の

よ う な 回 答 が 共 通 し て い た 。  

「 自 分 の ラ イ フ ス タ イ ル に 合 わ せ 、 マ イ ペ ー ス で 学 習 が で き る 。 」 
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「 仕 事 を し て い る た め 大 学 へ 通 う の が 難 し く 、 故 に こ の 通 信 教 育

は 役 立 つ 。 」  

「 育 児 の 休 憩 中 に 学 習 す る の に 都 合 が 良 い 。 」  

 

5 . 2 ． テ ー マ 2  ‒ 自 律 性 と 時 間 管 理 の 困 難 さ  

  自 由 回 答 で 2 番 目 に 多 か っ た も の  ( 3 2 . 7 % ) は 、 通 信 教 育 の 難 点

で 、 特 に 、 習 慣 的 な 学 習 ス ケ ジ ュ ー ル の 設 定 と 学 習 に 対 す る 意 欲

の 維 持 の 困 難 で あ っ た 。  こ の こ と は 、 テ ー マ １ と 関 連 し て い る 。  

な ぜ な ら ば 、 学 習 の 時 間 と 場 所 を 自 由 に 選 べ る と い う 個 人 的 利 便

性 と は 、 学 習 者 は 自 己 責 任 に お い て 確 実 に 学 習 し な け れ ば い け な

い と い う こ と に 繋 が る か ら で あ る 。  以 下 の よ う な 答 え が 共 通 し

て い た 。  

「 仕 事 や 日 常 生 活 で 邪 魔 が 入 る と 規 則 的 な 予 定 を 維 持 す る の が

困 難 で あ る 。 」  

「 特 に 自 宅 に い る と 、 予 定 通 り 学 習 す る に は か な り の 意 志 が 必 要

で あ る 。 」  

 

5 . 3 ． テ ー マ 3   ‒  教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 困 難 さ  

通 信 教 育 の 難 点 に 関 し 、 オ ン ラ イ ン プ ロ グ ラ ム で の 教 員 と の 交

流 の 困 難 さ を 懸 念 し て い る 回 答 が 多 数 （ 1 9 . 2 ％ ） 得 ら れ た 。  以

下 の よ う な 答 え が 共 通 し て い た 。  

「 教 員 と オ ン ラ イ ン で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る に あ た っ て 、 温

か み が 感 じ ら れ な い 。 」  

「 メ ー ル の 返 信 が 遅 い の で 、 教 員 と 交 信 す る の は 困 難 だ 。 」  

 

5 . 4 ． テ ー マ  4  ‒  他 の 学 生 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 困 難 さ   

通 信 教 育 の 難 点 に 関 し 、 か な り の 回 答 （ 1 5 . 6 ％ ） が 他 の 学 生 と

の 交 流 の 困 難 さ を 論 じ て い た 。  以 下 の よ う な 回 答 が 共 通 し て い

た 。  

「 友 達 を 作 る の が 難 し い 。  通 学 制 の 大 学 へ 通 え ば 、 同 年 代 の 人

と 出 会 え る が 、 オ ン ラ イ ン プ ロ グ ラ ム だ と 他 学 生 と 親 近 感 を 感 じ

る の が 難 し い 。 」           
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「 も し 、 友 達 が で き た ら 互 い に 意 欲 を 高 め る こ と が で き る の に 、

オ ン ラ イ ン プ ロ グ ラ ム で は そ れ が で き な い 。 」  

学 生 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 欠 如 に 関 す る 難 点 は 、 そ う い っ た

イ ン タ ラ ク シ ョ ン が 心 理 的 部 分 で 重 要 な だ け で は な く 、 教 材 が 一

人 で 理 解 し が た い 時 に 他 の 学 生 に 助 け を 求 め る こ と が で き な い 、

と い う 面 に も あ る 。  以 下 の よ う な 回 答 が 共 通 し て い た 。  

「 特 に 学 習 上 問 題 が 浮 上 し た 時 に 話 し 合 え る 友 達 が い な い 。 」  

 

5 . 5 ． テ ー マ 5  ‒  教 材 理 解 の 困 難 さ  

教 材 の わ か り 難 い こ と の 難 点 は 、 9 . 6 ％ の 学 生 の 回 答 で 具 体 的

に 言 及 さ れ て お り 、 自 律 学 習 を 補 助 す る も の と し て の 教 材 の わ か

り 易 さ の 重 要 性 が 強 調 さ れ て い た 。  教 材 の 内 容 の 理 解 が 困 難 で

あ る 場 合 は 、 学 生 の 無 力 感 に つ な が り 、 ま た 学 習 計 画 を 維 持 し て

い く こ と が 困 難 に な る 、 と い っ た 意 見 が 多 く 述 べ ら れ て い た 。  た

と え ば 、 以 下 の よ う に 述 べ て い る 学 生 も い る 。   

「 自 学 自 習 し て い る と き 、 実 際 、 教 材 を 理 解 し て い る か ど う か を

確 認 す る の が 難 し く 、 不 安 に な り 、 学 習 を 進 め て い く の が 困 難 に

な る 。 」  

 

5 . 6 ． テ ー マ 6  ‒  独 学 の 選 好  

学 生 の 一 般 的 な 学 習 の 選 好 （ 項 目 3 1 ） に 関 し て 、 多 数 の 学 生 が

独 学 を 好 ん で い る と 答 え て お り 、 自 由 回 答 に お い て も 2 3 ％ の 学 生

が 言 及 し て い た 。  以 下 の よ う な 答 え が 共 通 し て い る 。  

「 一 人 で 静 か に 学 習 す る 方 が 好 き で あ る 。 」  

し か し な が ら 、 独 学 を 好 む と い っ て も 、 そ れ の み で は 終 わ ら ず 、

他 の 学 習 方 法 と の 組 み 合 わ せ で 考 え ら れ る ケ ー ス が 多 い 。  例 え

ば 、  

「 ま ず 、 一 人 で で き る だ け 理 解 す る 努 力 を し 、 そ れ か ら ど れ 位 理

解 で き た か を 教 員 に 確 認 し た い 。 」  

6 ． 考 察  

本 研 究 で は 、 質 問 紙 調 査 に よ る 量 的 ・ 質 的 回 答 結 果 を ま と め た 。 

第 一 の リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン に 関 し て は 、 学 生 の 学 習 満 足 度 の 総
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合 的 レ ベ ル を 分 析 し 、 こ の 通 信 制 課 程 に お い て は 高 い レ ベ ル の 学

習 の 満 足 度 が 得 ら れ て い る こ と が わ か っ た 。  す な わ ち 、 こ の 大

学 に お い て は 提 供 し て い る 学 習 環 境 に 合 っ た 学 生 を 惹 き つ け て

い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の 結 果 は 、 試 行 的 に 遠 隔 教 育 の 授

業 を 取 っ た 学 部 生 が そ の 授 業 を 友 達 に 勧 め る こ と を 控 え て い た 、

と い う K u b o t a と F u j i k a w a（ 2 0 0 3 ） の 研 究 結 果 と 異 な る 。  遠 隔 授 業

に は 様 々 な 要 素 が か ら み 、 こ の 違 い の 原 因 を 究 明 す る の は 不 可 能

で あ る が 、 プ ロ グ ラ ム の 特 性 、 学 生 の 年 齢 、 入 学 の 動 機 、 自 己 選

択 し た か 否 か 、 と い う こ と 全 て が 可 能 な 要 因 で あ る と 考 え ら れ る 。 

第 二 の リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン は 学 習 の 満 足 度 を 予 測 す る 要 因

を 究 明 す る の が 目 的 で あ り 、 量 的 分 析 か ら 、 1 ) 通 信 教 育 に お い て

不 明 確 な 教 材 内 容 や 終 始 孤 立 し て い る と い う 困 難 に 直 面 し て も

や り 抜 く 忍 耐 力 や 意 志 の 強 さ を 有 し て い る こ と 、  2 )  コ ン ピ ュ ー

タ ー 操 作 を 困 難 だ と 感 じ な い こ と 、 3 ) 自 学 自 習 が 好 き で あ る こ と 、

の 3 点 が 、 学 習 満 足 度 を 予 測 す る 最 も 重 要 な 要 因 で あ る こ と が わ

か っ た 。  こ れ ら 3 要 因 に 関 し て 、 質 的 デ ー タ も 裏 付 け て い る 。  質

的 デ ー タ か ら 判 明 し た 通 信 教 育 に お け る 重 要 な 要 素 は 、 1 ) 学 生 個

人 の 都 合 の よ い 時 間 ・ 場 所 で 学 習 で き る 利 便 性 の 重 要 性 、  2 )  意

欲 の 維 持 と 時 間 管 理 の 難 し さ 、  3 ) 自 学 自 習 の 選 好 、 と い っ た 学

習 プ ロ グ ラ ム に お け る 個 人 的 要 素 の 重 要 性 を 示 唆 し た 回 答 が 多

く み ら れ た 。  こ の 結 果 は 通 信 教 育 課 程 の 特 性 を 反 映 し て い る と

考 え ら れ る 。  

  量 的 分 析 か ら 判 明 し た 学 生 の 満 足 度 の 他 の 重 要 な 予 測 変 数 は 、

教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 困 難 さ で あ っ た 。  通 信 教 育 に お い

て 教 員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン が 学 習 者 に と っ て 重 要 で あ る と い

う こ と は 先 行 研 究 ( K u b o t a  &  F u j i k a w a ,  2 0 0 7 ;  M a r k s ,  S i b l e y  &  

A r b a u g h ,  2 0 0 5 ;  F r e d r i c k s e n  e t  a l ,  2 0 0 0 ;  C h e n  &  W i l l i t s ,  1 9 9 8 ) で

判 っ て い た こ と で あ り 、 遠 隔 で 教 員 と の 交 流 の 機 会 を い か に 多 く

学 生 に 与 え る か が 、 通 信 教 育 ・ 遠 隔 教 育 の 明 ら か な 課 題 で あ る こ

と が 分 か っ た 。  本 研 究 の 調 査 対 象 と し た 大 学 の 学 生 は 、 同 期 ・

非 同 期 で 講 義 を 視 聴 す る こ と が で き る だ け で な く 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト を 通 し て 教 員 と 連 絡 が と れ る 学 習 シ ス テ ム を 活 用 し て お り 、 学
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生 の 教 員 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ニ ー ズ に 効 率 的 に 応 え る こ

と が で き る よ う に な っ て い る 。  自 由 回 答 の 分 析 に お い て も 、 教

員 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 困 難 さ は 通 信 教 育 に お け る 難 点 の 重

要 な テ ー マ で あ っ た 。  

  量 的 分 析 に お い て は 、 教 材 の わ か り や す さ は 学 習 の 満 足 度 に 大

き く 影 響 は し て い な か っ た が 、 質 的 分 析 に お い て は 、 自 律 学 習 を

容 易 に す る た め 重 要 で あ る こ と が 判 明 し た 。  ま た 、 量 的 分 析 に

お い て 、 他 学 生 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 困 難 さ も 重 要 な 要 素 で あ

る と い う 結 果 は 出 な か っ た が 、 質 的 分 析 で は 、 も と も と 通 信 教 育

の 特 性 と し て 自 学 自 習 が あ り 、 学 生 は 他 の 学 生 と の イ ン タ ラ ク シ

ョ ン を 期 待 し て お ら ず 自 学 自 習 を 好 む 学 生 が 多 い 一 方 、 教 材 内 容

の 理 解 を 深 め る た め 、 ま た 孤 独 感 を 軽 減 さ せ る た め に 、 も っ と 他

の 学 生 と 交 流 す る こ と を 望 ん で い る 学 生 も 多 々 い る と い う 、 二 面

性 が 指 摘 さ れ た 。 欧 米 の 遠 隔 教 育 で は グ ル ー プ で 取 り 組 む 課 題 を

学 生 に 与 え た り 、 オ ン ラ イ ン デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 参 加 す る こ と を

学 生 に 求 め る こ と は 一 般 的 で あ る 。  日 本 に お い て も 、 学 生 が “ 構

成 主 義 的 ” な 学 習 を 経 験 す る こ と に よ っ て 学 生 の イ ン タ ラ ク シ ョ

ン の 重 要 性 を 確 信 す る か ど う か を 考 察 す る の は 興 味 深 い 。  質 的

分 析 か ら 、 通 信 教 育 の 学 生 は オ ン ラ イ ン で の 交 流 を 奨 励 さ れ る こ

と が 必 要 な だ け で な く 、 他 学 生 の 年 齢 、 性 別 、 社 会 的 地 位 、 興 味

等 が 明 ら か で な い オ ン ラ イ ン 上 で の 交 流 に お い て コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 上 手 に 図 る ス キ ル を 向 上 さ せ る こ と も 必 要 で あ る こ と

が わ か っ た 。  

 

7 ． 今 後 の 研 究  

  本 研 究 に お け る 制 約 の １ つ は 、 対 象 者 が 学 生 の ボ ラ ン テ ィ ア サ

ン プ ル で あ り 、 結 果 は 回 答 者 の 特 徴 を 示 唆 す る だ け で あ っ た こ と

に あ る 。  質 問 項 目 の 作 成 に 関 し て は 、 学 生 の プ ラ イ バ シ ー 懸 念

の 為 、 著 者 ら の 学 生 へ の 直 接 的 な コ ン タ ク ト は 制 限 さ れ 、 そ の 制

限 内 に お い て 質 問 票 の 妥 当 性 と 信 頼 性 を 高 め る 方 策 が 講 じ ら れ

た が 、 質 問 項 目 の パ イ ロ ッ ト テ ス ト を さ ら に 行 え れ ば 、 さ ら に 妥
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当 性 も 高 ま っ た よ う に 思 わ れ る 。  特 に 、 学 習 の 自 律 性 を 測 る 項

目 を 改 善 す る た め に 更 な る 研 究 が 必 要 で あ る 。   

  今 後 の 研 究 に お い て 、 通 信 制 課 程 の 学 生 と 通 学 制 課 程 の 学 生 が 、

学 習 態 度 と 学 習 ス タ イ ル に お い て ど の よ う な 違 い が あ る の か 、 ま

た 、 学 習 満 足 度 に 関 し て ど の よ う な 相 違 が あ る の か を 比 較 研 究 す

る こ と は 興 味 深 い 。  ま た 、 教 育 手 法 上 の 要 素 （ 例 え ば 、 情 報 伝

送 式 の 教 育 対 構 成 主 義 的 教 育 な ど ） が 、 い か に 通 信 教 育 課 程 の 学

生 の 学 習 満 足 度 に 影 響 を 及 ぼ す か を 研 究 す る こ と も 有 益 で あ る

と 思 わ れ る 。  さ ら に 、 本 研 究 の 結 果 は 他 国 の 成 人 学 習 者 と の 多

く の 類 似 点 を 示 唆 し て は い る が 、 文 化 的 類 似 点 や 相 違 点 に 関 す る

議 論 を 行 う に は 、 他 国 の 学 習 者 と の 比 較 研 究 を し な け れ ば な ら ず 、

本 研 究 で 言 及 で き る こ と で は な い 。  

 

8 ． ま と め  

  本 研 究 か ら 、 対 象 と な っ た 通 信 制 大 学 に お い て は 、 従 来 の 通 学

制 の 大 学 と は 異 な っ た 理 由 （ 個 人 の 利 便 性 、 た と え ば 、 物 理 的 距

離 か ら 通 学 で き な い 、 も し く は 家 庭 や 職 場 の 事 情 に よ り 通 学 で き

な い ） で 入 学 す る 学 生 、 ま た は 、 年 齢 的 に 通 常 の 大 学 生 の 年 齢 層

で は な い 年 齢 層 を 惹 き つ け て い る 点 で 、 日 本 の 他 の 大 学 機 関 と は

異 な る こ と が わ か っ た 。   

本 研 究 の 対 象 と な っ た 大 学 で の 教 育 方 法 は 、 自 学 自 習 に 重 点 を

置 く 情 報 伝 送 型 で あ り 、 故 に 、 独 学 の 孤 立 感 に 負 け な い 忍 耐 力 と

強 い 意 志 を 持 ち 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 操 作 に 長 け て い る 学 習 者 に と っ

て は 最 も 満 足 の い く 学 習 環 境 な の で あ る 。  他 の 学 生 と の イ ン タ

ラ ク シ ョ ン は 可 能 で は あ る が あ ま り 重 要 視 は さ れ て お ら ず 、 し か

し な が ら 何 名 か の 学 生 は 学 習 の 際 に 他 学 生 と の 交 流 を 好 む と 示

し て い る こ と か ら 、 今 後 ど の よ う に し て 学 生 間 の 交 流 の 機 会 を 与

え る か が 課 題 と な っ て く る 。  ま た 、 本 研 究 の 結 果 は 、 通 信 教 育

プ ロ グ ラ ム を 考 案 す る 際 に 、 学 習 者 の 自 学 自 習 を 支 援 す る も の と

し て 、 教 員 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 会 を 十 分 に 与 え る こ と 、

及 び 誰 に で も 理 解 し や す い 教 材 を 用 意 す る こ と が 重 要 で あ る 、 と

い う こ と を 示 唆 し て い る 。   
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付 録  

 

A 1 .   K M O  及 び  B a r t l e t t 検 定 に よ る 因 子 分 析 適 合 性  

 
因 子 分 析 適 合 性  

 
ア ン ケ ー ト の   
信 頼 度 因 子  

K M O の 標 本 妥

当 性  
B a r t l e t t の 球

面 性 検 定  
  

 近 似 カ イ 二 乗

値  
 d f  有 意 確 率 p  

 
通 信 教 育 尺

度 見 解 の 信

頼 度 因 子  

 
. 8 6 2  

 
2 0 2 0 . 5  

 
1 5 3  

 
< . 0 0 1  

     
一 般 的 学 習

選 好 尺 度 の

信 頼 度 因 子  

 
. 7 3 5  

 
8 2 3 . 9  

 
 2 8  

 
< . 0 0 1  

 

 

A 2 .  通 信 教 育 尺 度 見 解 の 信 頼 度 因 子  ( O b l i q u e l y  r o t a t e d  c o m p o n e n t  
l o a d i n g s  o f  i t e m s  i n  O p i n i o n s  o f  D i s t a n c e  L e a r n i n g  S c a l e )  

ア ン ケ ー ト  の 項 目  
N =  3 6 8  ( リ ス ト ワ イ ズ 除 去 )  

因 子 1  

 

因 子 2  

 

因 子 3  

 

因 子 4  

 

因 子 5  

 

1 8 .  課 題 へ の 学 習 意 欲 が わ き

に く い 。  ( R )  

1 9 .  科 目 の 目 標 が わ か り に く

い 。  ( R )  

1 4 .  各 科 目 で 要 求 さ れ る 課 題

の た め の 具 体 的 な 取 り 組 み

方 が わ か り に く い 。  ( R )  

2 0 .  他 の 学 生 か ら 孤 立 し て い

る よ う に 感 じ る  ( R )  

1 2 .  課 題 に 取 り 組 む 時 間 を 見

つ け る の が 難 し い 。  ( R )  

 

1 3 .  課 題 内 容 に つ い て 担 当 教

- . 7 3 6  

 

- . 7 0 1  
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員 か ら コ メ ン ト を も ら う の

に 時 間 が か か る  ( R )  

 

9 .  ほ か の 学 生 と 知 り 合 い に

な り や す い  

4 .  授 業 に つ い て 他 の 学 生 と

意 見 を 交 換 す る こ と が 容 易

で あ る  

1 5 .  他 の 学 生 と 交 流 し に く い  

( R )  

3 .  課 題 内 容 が わ か り や す い 。 

7 .  科 目 の 構 成 が し っ か り し

て い る  

6 .  課 題 内 容 に つ い て 担 当 教

員 に 質 問 し や す い 。  

2  教 員 か ら 指 導 を 受 け や す

い 。  

1 7  担 当 教 員 と の 親 密 な つ な

が り を 感 じ に く い 。  ( R )   

 

5 .  コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て 学

習 で き る 。  

8 .  学 習 内 容 に つ い て あ る 程

度 自 分 で 選 択 し て 決 め る 余

地 が あ る 。  

- . 3 5 4   

 

 . 7 8 8  

 

 . 7 0 4  

 

- . 6 6 3  

  

  

  

 

 

 

 

. 5 3 6  

. 3 8 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- . 6 8 4  

- . 6 0 4  

 

 . 3 9 6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 . 5 9 2  

 . 4 0 0  
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1 6 .  学 習 す る 時 に コ ン ピ ュ ー

タ の つ か い 方 が 分 り に く い 。  

( R )  

- . 2 5 8  

注 .  M C  =  通 信 教 育 の 自 己 努 力 、  S I  =  学 生 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン

の 難 易 度 、  C C  教 材 の わ か り や す さ 、  T I  =  学 生 ・ 教 師 間 の イ ン

タ ラ ク シ ョ ン の 難 易 度 、  C I  =  コ ン ピ ュ ー タ ー の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の

難 易 度 、  ( R  =  逆 採 点 )  

 

A 3 .  一 般 的 学 習 選 好 尺 度 の 信 頼 度 因 子  ( O b l i q u e l y  r o t a t e d  

c o m p o n e n t   l o a d i n g s  o f  t h e  i t e m s  i n  t h e  G e n e r a l  L e a r n i n g  

P r e f e r e n c e s  S c a l e ）  

ア ン ケ ー ト  の 項 目  

N = 4 0 1  ( リ ス ト ワ イ ズ 除 去 )  

因 子 1  

 

因 子 2  

 

3 0 .  課 題 内 容 が わ か り や す い 方 が 好 ま し い 。  

2 6 .  科 目 の 内 容 が わ か り や す い 方 が 、 自 分 に は 向

い て い る 。  

2 8  自 分 の 学 び た い 事 を 主 体 的 に 学 習 す る 方 が 好

ま し い 。  

2 9 .  教 員 か ら の 指 導 を 受 け る 方 が 好 ま し い 。  

 

2 4 .  他 の 学 生 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が ら

学 習 す る 方 が 、 自 分 に は 向 い て い る 。  

2 7 .  学 習 す る と き に 他 の 学 生 と 交 流 し た い 。  

. 8 3 8  

. 7 1 8  

 

. 5 4 9  

. 4 0 2  

 

 

 

 

  

  

  

 

 . 7 9 4  

 

 . 6 5 1  



 26 

 

2 3 .  一 人 で 学 習 す る 方 が 、 自 分 に は 向 い て い る 。  

( R )  

2 5 .  教 員 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が ら 、 学

習 す る 方 が 自 分 に は 向 い て い る 。  

 

- . 6 3 9  

 . 5 3 1  

注 .  P C C  =  教 材 の わ か り や す さ の 選 好 、  P S I  =  学 習 の 社 交 的 イ ン

タ ラ ク シ ョ ン 選 好 、  ( R  =  逆 採 点 )  

 

 
 
A 4 .  重 回 帰  –  係 数  –  項 目  1 0  
 

  非 標 準

化 係 数  
 標 準 化

係 数  
t  有 意 確 率  

p  
モ デ ル   B  標 準

誤 差  
B e t a    

1  ( 定 数 )  
 

 1 . 1 0  . 3 8 6    2 . 8 7   . 0 0 4  

 通 信 教 育 の 自 己

努 力  
 . 2 7 3  . 0 6 6   . 2 4 4   4 . 1 4   . 0 0 0  

 学 生 間 の イ ン タ

ラ ク シ ョ ン  
 . 0 0 7  . 0 5 0   . 0 7 4   1 . 3 4   . 1 8 1  

 教 材 の わ か り や

す さ  
 . 0 0 9  . 0 6 1   . 0 8 9   1 . 4 5   . 1 4 8  

 学 生 ・ 教 師 間 の

イ ン タ ラ ク シ ョ

ン  

 . 1 4 5  . 0 6 1   . 1 5 4  
 

 2 . 3 9   . 0 1 7  

 コ ン ヒ ュ ー タ ー

の イ ン タ ラ ク シ

ョ ン  

 . 2 7 1  . 0 6 4   . 2 2 2   4 . 2 6   . 0 0 0  

 教 材 の わ か り や

す さ の 選 好  
 . 0 0 7  . 0 6 2   . 0 5 4   1 . 0 9   . 2 7 9  

 学 習 の 社 交 的 イ

ン タ ラ ク シ ョ ン

選 好  

- . 1 2 6  . 0 5 4  - . 1 1 4  - 2 . 3 6   . 0 1 9  

 学 部   . 0 0 3  . 0 8 4   . 0 1 9   . 3 5 5   . 7 2 3  
 性 別   . 0 0 6  . 0 7 9   . 0 3 7   . 7 5 5   . 4 5 1  
 2 0 0 6 年 入 学 者   . 0 0 6  . 0 9 5   . 0 3 9   . 6 4 6   . 5 1 9  
 2 0 0 5 年 入 学 者  - . 0 0 8  . 1 0 2  - . 0 5 0  - . 8 0 2   . 4 2 3  
 2 0 0 4 年 入 学 者   . 0 0 6  . 1 1 3   . 0 3 4   . 5 2 3   . 6 0 1  
 履 修 状 況  - . 0 0 9  . 0 8 1  - . 0 6 3  - 1 . 1 7   . 2 4 4  
 通 信 教 育 経 験 者   . 0 0 7  . 0 6 8   . 0 4 7   . 9 9 7   . 3 1 9  
 年 齢   . 0 0 3  . 0 3 2   . 0 4 0   . 8 1 8   . 4 1 4  

注 .  強 制 投 入 方 法 で 実 施 - 二 乗 値  = . 3 7 3  
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A 5 .  重 回 帰 係 数  –  項 目  2 1   
 

  非 標 準

化 係 数  
 標 準 化  

係 数  
t  有 意 確 率  

p  
モ デ ル   B  標 準 誤

差  
ベ ー タ    

1  ( 定 数 )  
 

 . 8 6 8  . 5 1 7    1 . 6 8  . 0 9 4  

 通 信 教 育 の 自 己

努 力  
 . 4 8 5  . 0 8 7   . 3 6 1   5 . 5 4  . 0 0 0  

 学 生 間 の イ ン タ

ラ ク シ ョ ン  
 . 0 0 3  . 0 6 7   . 0 2 8   . 4 6 0  . 6 4 6  

 教 材 の わ か り や

す さ  
- . 0 0 3  . 0 8 0  - . 0 2 8  - . 4 1 5  . 6 7 9  

 学 生 ・ 教 師 間 の

イ ン タ ラ ク シ ョ

ン  

 . 0 0 5  . 0 8 1   . 0 4 5   . 6 4 0  . 5 2 2  

 コ ン ヒ ュ ー タ ー

の イ ン タ ラ ク シ

ョ ン 、  

 . 1 6 0  . 0 8 4   . 1 0 9   1 . 9 1  . 0 5 7  

 教 材 の わ か り や

す さ の 選 好  
 . 0 0 7  . 0 8 2   . 0 4 5   . 8 2 8  . 4 0 8  

 学 習 の 社 交 的 イ

ン タ ラ ク シ ョ ン

選 好  

 . 0 0 7  . 0 7 1   . 0 0 1   . 0 1 0  . 9 9 2  

 学 部   . 1 0 9  . 1 1 2   . 0 5 7   . 9 7 6  . 3 3 0  
 性 別   . 0 0 6  . 1 0 5   . 0 3 2   . 5 9 3  . 5 5 3  
 2 0 0 6 年 入 学 者   . 2 5 8  . 1 2 6   . 1 3 5   2 . 0 4  . 0 4 2  
 2 0 0 5 年 入 学 者   . 0 0 8  . 1 3 4   . 0 4 1   . 6 1 1  . 5 4 2  
 2 0 0 4 年 入 学 者   . 2 9 1  . 1 5 0   . 1 3 8   1 . 9 5  . 0 5 2  
 履 修 状 況  - . 0 0 4  . 1 0 7  - . 0 2 5  - . 4 1 7  . 6 7 7  
 通 信 教 育 経 験 者  - . 0 0 6  . 0 9 0  - . 0 3 2  - . 6 1 4  . 5 3 9  
 年 齢   . 0 0 6  . 0 0 5   . 0 7 3   1 . 3 4  . 1 8 1  

注 .  強 制 投 入 方 法 で 実 施 -  二 乗 値  =  . 2 3 7  

 


